
　
　
　
　
　
　

『
山
本
貞
美
教
授
退
官
記
念
歓
送
会
』
の
ご
案
内

　
厳
冬
の
候

皆
様
に
は

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す

　
さ
て

山
本
貞
美
教
授
に
お
か
れ
ま
し
て
は

平
成
十
六
年
三
月
末
日
を
も

て
本
学
を
定
年
退
官
さ
れ
る
事
と
な
り
ま

し
た

　
山
本
先
生
は

昭
和
三
十
七
年
に
熊
本
大
学
教
育
学
部
を
ご
卒
業
後

熊
本
県
小
学
校
・
高
等
学
校
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た

昭
和
四
十
二
年
か
ら
広
島
大
学
附
属
小
学
校

昭
和
五
十
七
年
か
ら
高
知
女
子
大
学
保
育
短
期
大
学
部
で
教
鞭
を
執
ら
れ

昭
和
六
十
二
年
に
鳴
門
教
育
大
学
学
校
教
育
学
部
助
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
ま
し
た

平
成
二
年
に
教
授
に
昇
任
さ
れ

教

育
と
研
究
に
力
を
尽
く
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た

　
ま
た

平
成
四
年
か
ら
四
年
間
は
本
学
附
属
幼
稚
園
長

平
成
九
年
か
ら
二
年
間
は
学
部
主
事

平
成
十
二
年
か
ら
二
年

間
は
本
学
学
校
教
育
実
践
セ
ン
タ

長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど

大
学
運
営
に
お
い
て
も
そ
の
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た

　
研
究
に
お
か
れ
ま
し
て
は

昭
和
六
十
三
年
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ニ

ポ

ト
大
学
院
教
育
研
究
科
教
育
学
専
攻
修
士

課
程
を
修
了
さ
れ

体
育
科
に
お
け
る
教
材
研
究
に
高
い
評
価
を
得
て
お
ら
れ
ま
す

特
に
「
８
秒
間
走
」
や
「
ね
ら
い
幅

跳
び
」
「
折
り
返
し
持
久
走
」
な
ど
の
教
材
開
発
と
そ
の
実
践
研
究
に
長
年
に
わ
た
り
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た

ま
た

日
本
体
育
学
会
評
議
員
な
ら
び
に
理
事

日
本
体
育
学
会
体
育
科
教
育
学
専
門
分
科
会
理
事

日
本
体
育
教
育
技
術
学
会
々

長
を
務
め
ら
れ

ご
活
躍
し
て
お
ら
れ
ま
す

　
さ
ら
に

日
本
ウ
オ

キ
ン
グ
協
会
公
認
指
導
員
と
し
て
ウ
オ

キ
ン
グ
の
普
及
に
も
努
め
て
お
ら
れ
ま
す

最
近
で
は

野
外
伝
承
遊
び
「
ち

ん
か
け
ご
ま
」
の
習
熟
過
程
の
研
究
と
普
及
も
進
め
て
お
ら
れ
ま
す

公
開
講
座
の
実
施
や
鳴
門
子

ど
も
の
ま
ち
推
進
協
議
会
委
員
長
も
務
め
ら
れ

地
域
社
会
に
お
け
る
教
育
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
お
ら
れ
ま
す

　
今
般

ご
退
官
を
迎
え
ら
れ
る
に
あ
た
り

関
係
者
の
方
々
や
ご
友
人

そ
し
て
教
え
子
の
皆
様
に
お
一
人
で
も
多
く
お

礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
の
ご
意
向
を
汲
み
ま
し
て

ご
退
官
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

　
つ
き
ま
し
て
は

山
本
先
生
の
ご
退
官
に
あ
た
り

私
ど
も
は
今
日
ま
で
の
先
生
の
ご
功
績
を
讃
え

ご
指
導
に
感
謝
の

意
を
捧
げ
る
と
共
に

今
度
な
お
一
層
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
し

親
交
の
深
か

た
方
々
や
お
世
話
に
な

た
方
々

が
集
ま
り

左
記
の
通
り

歓
送
会
を
開
催
し
た
い
と
存
じ
ま
す

　
甚
だ
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が

こ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き

ご
協
力
と
ご
参
会
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す

平
成
十
六
年
一
月
吉
日

山
本
貞
美
教
授
退
官
記
念
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　

発
起
人
代
表
　
　
渡
邊
　
謙

各
　
位

　
発
　
起
　
人
　
名
　
簿

前
田
　
英
雄
　
　
菊
地
　
　
章
　
　
齋
藤
　
　
昇
　
　
三
宮
真
智
子
　
　
近
藤
　
慶
子
　
　
佐
々
木
　
晃
　
　
村
田
　
勝
夫

安
田
　
哲
也
　
　
鶴
田
　
泰
夫
　
　
鶴
田
　
勝
次
　
　
久
保
　
明
博
　
　
吉
永
　
順
一
　
　
志
水
　
敏
郎
　
　
福
松
　
敏
恵

吉
田
　
敏
次
　
　
友
枝
　
圭
介
　
　
西
牟
田
佳
代
子
　
東
　
　
哲
雄
　
　
林
　
　
俊
雄
　
　
徳
永
　
隆
治
　
　
大
森
　
　
寛

井
藤
　
幹
治
　
　
沖
原
　
　
謙
　
　
山
下
　
勝
也
　
　
谷
川
　
秀
樹
　
　
西
原
　
利
典
　
　
梅
國
　
寛

M inak o
NATE

近
藤
　
暢
宏
　
　
明
嵐
　
征
司
　
　
青
木
　
　
茂
　
　
橋
本
　
名
正
　
　
高
石
　
喜
美
　
　
橋
田
　
ま
や
　
　
中
山
　
永
花

前
田
　
典
子
　
　
大
友
　
　
智
　
　
河
合
　
徹
也
　
　
相
良
　
澄
友
　
　
藤
原
　
隆
司
　
　
加
藤
　
寛
司
　
　
衣
笠
　
博
政

米
田
　
潤
二
　
　
根
本
　
正
雄
　
　
中
村
　
泰
司
　
　
坂
下
桃
太
郎
　
　
鉄
野
　
美
穂
　
　
佐
藤
　
政
臣
　
　
篠
原
　
　
聡

中
嶋
　
倫
代
　
　
安
藤
　
　
幸
　
　
坂
本
　
和
丈
　
　
賀
川
　
昌
明
　
　
廣
瀬
　
政
雄
　
　
乾
　
　
信
之
　
　
梅
野
　
圭
史

田
中
　
弘
之
　
　
綿
引
　
勝
美
　
　
木
原
　
資
裕
　
　
藤
田
　
雅
文
　
　
松
井
　
敦
典
　
　
南
　
　
隆
尚
　
　
吉
本
佐
雅
子

上
田
　
憲
嗣
　
　
棟
方
　
百
熊
（
順
不
同
・
敬
称
略
）



記

一

記
念
品
贈
呈

（
一
）
醵

金

額
　
　
有
志
の
方
々
よ
り

五
千
円
の
醵
金
を
仰
ぎ

記
念
品
代
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す

　
　

尚

醵
出
頂
き
ま
し
た
方
に
は

退
官
記
念
誌
等
を
お
送
り
い
た
し
ま
す

（
二
）
醵

金

締

切
　
　
平
成
十
六
年
二
月
二
十
日
（
火
）

（
三
）
送

金

方

法
　
　
同
封
の
振
込
用
紙
に
て
ご
送
金
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

（
四
）
送

金

先
　
　
山
本
貞
美
教
授
退
官
記
念
事
業
実
行
委
員
会

郵
便
口
座
番
号
〇
一
六
八
〇—

七—

一
七
四
三
五

　

〒
七
七
二—

八
五
〇
二
　
徳
島
県
鳴
門
市
鳴
門
町
高
島
字
中
島
七
四
八

鳴
門
教
育
大
学
学
校
教
育
学
部
内
　
棟
方
百
熊
　
気
付

電
話
　
〇
八
八—

六
八
七—

六
五
二
五

二

歓
送
会

（
一
）
日

時
　
　
平
成
十
六
年
三
月
二
十
日
（
土
）
午
後
六
時
三
〇
分

八
時
三
〇
分

（
二
）
会

場
　
　
ル
ネ

サ
ン
ス
リ
ゾ

ト
ナ
ル
ト
『
青
風
』

　
　
　
　
〒
七
七
二—

八
五
〇
二
　
徳
島
県
鳴
門
市
鳴
門
町
土
佐
泊
字
大
毛
十
六—

四
十
五

電
話
　
〇
八
八—
六
八
七—

二
五
八
〇

（
三
）
会

費
　
　
一
万
円会

費
は

記
念
品
代
を
含
め
た
金
額
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

（
四
）
参
加
申
込
締
切
　
　
平
成
十
六
年
二
月
二
十
日
（
火
）

（
五
）
送

金

方

法
　
　
会
費
は

同
封
の
振
込
用
紙
に
て
ご
送
金
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

（
六
）
送

金

先
　
　
山
本
貞
美
教
授
退
官
記
念
事
業
実
行
委
員
会

郵
便
口
座
番
号
〇
一
六
八
〇—

七—

一
七
四
三
五

　

〒
七
七
二—

八
五
〇
二
　
徳
島
県
鳴
門
市
鳴
門
町
高
島
字
中
島
七
四
八

鳴
門
教
育
大
学
学
校
教
育
学
部
内
　
棟
方
百
熊
　
気
付

電
話
　
〇
八
八—

六
八
七—

六
五
二
五

追
記

　
な
お

山
本
貞
美
教
授
最
終
講
義
は
左
記
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
こ
と
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す

一

山
本
貞
美
教
授
最
終
講
義

（
一
）
日

　

　

時
　
　
平
成
十
六
年
三
月
二
十
日
（
土
）
午
後
四
時

五
時
三
十
分

（
二
）
場

所
　
　
鳴
門
教
育
大
学
　
講
義
棟
二
階
Ｂ
二
〇
一

（
三
）
題

目
　
　
『
走
り

転
び

そ
れ
で
も
走
り
抜
い
た
教
員
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　—

「
８
秒
間
走
」
の
考
案
・
変
遷
を
中
心
に—

』

そ
の
他

ご
質
問
等
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

　
　
　
山
本
貞
美
教
授
退
官
記
念
事
業
実
行
委
員
会

　

　

〒
七
七
二—

八
五
〇
二
　
徳
島
県
鳴
門
市
鳴
門
町
高
島
字
中
島
七
四
八

　
　
　
　
　
　
　
　

鳴
門
教
育
大
学
学
校
教
育
学
部
内
　
上
田
憲
嗣

電
話
　
〇
八
八—

六
八
七—

六
五
一
四

電
子
メ

ル
ア
ド
レ
ス
　spo rt@na rut o-u .a c.j p

ホ

ム
ペ

ジ
ア
ド
レ
ス
　h ttp:/ /www .nar uto -u .a c .jp


